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　　　　　　　　　　　親 ・保育を楽しむための コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン学習

「子育て コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン心理学 （Communication　Psychology　in　Nurturing：CPN ）」 の実践

　　　　　　　　　　　　　　　　○坂倉　裕子　　　丹羽　あ お い

　　　　　　　　　　　　　　　　　（コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ハ ウ ス ）

目　的

　子育て の中で 、 子どもを受容することや、親や保育

者 似 下、一
括 して 「親」 と呼ぶ）の正 直で率直な姿

を見せ る こ とが、子どもの 自己肯定感の成長に欠かせ

な い こ と は、すで に多くの 人々 によっ て伝えられて き

て い る。しかしそ れが高じて、従来の 親教育で は 「受

容が足 りない 」、「こんなこ とを言うと子どもは心に傷

を負う」、「それ では子どもが自立で きない」 と親を責

める方向に傾きがちで ある。しかし、現代の親は、親

の役割に結びつ いた罪障感をすでに十二 分に持っ てい

る。そ の上に重荷を課すよ うな親教育は、新たな子育

て不安を生む可能性を潜在させて いる。

　今、必要なの は、「あなたが不十分な親で ある」 こ

とを伝え、矯正する教育で はな く、 その 人の中にすで

にある 「親」 と して の 気持ちや役割を認 め、そ れ らが

の びの びと発揮できるようにする 「親学習」 で ある、

「子育て が 楽に なる ・親を楽 しむ 子育て」 をキ
ー

ワ
ー

ドに して、親が支援される側に とどまらず、 支援する

側に もまわれ るよ うな エ ンパ ワ メ ン トの ため の コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン学習プログラムの開発 と実践を報告する。

方 法

　 「あなたは子どもを受容で きて い ない 」 とみずか ら

が受容されなかっ た親が、子どもを受容ずるの は難し

い。親もまた、受容される こ とに よっ て、子どもを受

容する こ とがで きる存在で ある。この 前提 に立ち、親

が自己肯定感を育む 受容の場であるこ と、また 、 子育

て や介護など
一

生涯を通じて起こるであろう人間関係

の様々 な問題に、自分らしく対処しうる コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ンの 知恵を身につ ける学びの 場をめざして，親 ・

保育を楽 しむための コ ミュ ニ ケ
ー

ショ ン学習プロ グラ

ム 「子育て コ ミュ ニ ケー
ショ ン心理 学 （GbmmLmicaion

fSychd（冶y　in　Nurturing以下 CPN）」 を開発し、実践

を重ね て き た。以下 にそ の 概要を述べ る。

膠プロ グラム標要

1．CPN における子育て の 目標

　人間関係は、依存、自立か ら、自立したもの 同士 の

相互依存へ と成長して い く。その原動力は自己肯定感

である。親自身が自己肯定感を満たし、子どもの 「わ

たしは大切なひ と」 とい う自己肯定感が育つ よ うに か

かわっ て い くことにより、親子ともに 「自分らしく，

調和して生き る」、
「みんなちがっ て みんない い 」 とい

う人間関係の実現に向けて 成長して い く。

ZCPN の概要

　親が上記の子育て の目標を達成で きるように、子ど

もの 自己肯定感を育てるための コ ミュ ニ ケーシ ョ ンの

学習を通 じて 、親の 自己肯定感を満たす トレーニ ング

を実施する 。

1）リフ レーミング

　子育て の悩みを解決するために最も重要な技法の
一

つ が、リフ レーミ ン グで あ る。物事に はすべ て視点が

あり、 そ れに よ っ て物事の見え方（物事の 意味）が異な

っ て くる。視点を一つ の ’匚理 的枠組み （フ レ
ーム）と

して考えるならば 視点を変えて 見ることを心理 的枠

組み の置き換え（リフ レ
ーム）とし て捉え る こ とがで き

る。枠組み〔視点）が変われば その意味も変わる 。

　 リフ レ
ー

ミ ングとは、親が子どもの 行動や、自分の

子育て に対して（意識レベ ルで）問題 ・障害として意味

付けて否定的な感情を持っ てい る時、 実はその体験や

事柄自体が当人に と っ て の 可能性であ り、チ ャ ンスで

あり、 希望である ことに気付くための 学習で ある。

2）コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン技法

　ひ とに は、完成に向かっ て自分で進んでい く力があ

る。その 力は、認められ肯定された時に最も発揮され

る。そ こで 「肯定の アイ
・
メッ セ

ー
ジ」 と、「できな

い こ とを指摘する」 から 「で きたこ とを認める」 へ の

転換、「無条件の 肯定 の アイメッ セ
ージ」 を提示 し、

以下の 内容を ロ
ール プレイを通 して実習す る。
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　 a）アイ ・メッ セ
ー

ジ （率直な自己表現）

　 b）キ ャ ッチ ボール コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン （傾聴）

　 c）楽しいケンカ （協調的問題解決）

3）親の 自己肯定感を高める ワ
ー

クシ ョ ッ プ

　 い い ところ さがし等 の ワークに より、自分の 気質、

欲求、行動、決断等へ の髄 感を、徐々 に高めて い く。

■ インス トラ クシ ョ ンの 理念

CPN は，プロ グラムとともに、イ ン ス トラクシ ョ

ンが重要な要素である。CPN インス トラクタ
ー

は、

「親になっ たばかりの ひ とが親として 育つ チャ ン ス を

奪わない」，「支援する側と される側をつ くらない対等

な 立場で の 支援」 とい う役霽憶識 を明確 に持ち、それ

を実現する スキル を持つ 。子育て の悩み に画
一
的な回

答を押 し付ける の で は な く、また 通常の カウンセ リン

グの よ うにただひたすらクライア ン トの気持ちに従 っ

て受容し続ける の で もなく、もっ と積極的に 「人の 本

質は善で ある」 とい う人間観をもっ て親の気持ちを柔

軟に肯定的に受容するかかわりができることが必要で

ある。インス トラクタ
ー

の こ の ようなか か わ り方が モ

デルとなっ て 、親は子どもや他の親に対しても、肯定

的な受容の対応がで きるようになっ て い く。

・他の 人と話すの が苦手だっ た けれ ど，人 と話すの っ て面

白い と思 える よ うになっ た。

子ども ・配偶者の変化 （抜粋）

結 果

受講終了後に記名式の ア ンケ
ー

トを実施し、実践の 反

省と評価に活用して い る。下記にその
一
例を示す。

　　　　　　　 CPN を受けての変化

受講者自身の変化 （抜粋）
・子どもの 気持ちを大切に考え られ るよ うになっ た。甘え

たい気持ちを素直に 受け入れて、ス キン シ ッ プを楽しめ

る よ うにな っ た。
・アイ ・メ ッセ

ー
ジで気持ちを伝える機会が増え、イライ

ラが少なくなっ た。
・
自分の ことを好き になれて、自分 の 為に 何かする ことが

で きるよ うに なっ た

・私が結構責め る よ うな言い方を して いた のが 子ど もには

つ らか っ た ようで 、最近は子どもに都合の悪 い こ とで も、
ちゃ ん と 「こ うい うこ とがあっ た んだ」 と話 して くれ る

ように なっ た。
・今まで は どう して怒 られてい るか良くわかっ て い なか っ

た けれ ど．私 のアイ ・メ ッセ
ー

ジで子 どももわ かっ て く

れ るよ うにな っ た。
・主 人がアイ ・メッセージを気にするように なり、怒る回

数力鰄 っ た。

考察及び今後の課題

　CPN を受講した親の感想には 3つ の 特徴がある 。

D 自分の 良さに気づき、自己肯定撼が高まっ た

2）習得した コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンス キルを使っ て配偶

者な ど大 人同 士 の対話もよりスム
ーズに な り、結果的

に子育て の負担感や不安が減少した

3）子どもに気持ちが伝わ りやすくな り、また、子ど

もの行動の元になっ た考えがわかっ て感亡・する こと も

増え、子育てが楽になっ た

　親の 自己肯定感を基本に夫婦をはじめとした周囲の

大人同士 の 愛情や信頼関係が築か れ それを土台に子

どもの 自己肯定感 も ま た 育まれて い く。CPN が目的

とした効果があがっ てい るといえる 。

　今後の 課題と して 、現 在 の プロ グラム に 加えて、以

下 の 5 点につ いて の研究をすすめて い きたい。

1）子 ど もか ら老 人 に至 る長い 成長の 道筋か ら見て、現

時点の 子どもの 行動を肯定的にとらえるための発達の

視点をとりいれたプログラム づくり

2）集団の影響を積極的に活用 し、個人の成長を促すグ

ル
ープアプローチが効果的に働くインス トラクシ ョ ン

3）子育ての壁にぶつ か っ て も、子育て後の 自分自身が

見えて いれば乗り越えやす い e 親が これか らどうい う

人生を歩みたい かを考える キャ リアガイダンス のプロ

グラム の 開発

4）親 ・保育者の 自己肯定感を高める ため の、対話 コ ミ

ュ ニ ケーシ ョ ン に並ぶもうひ とつ の 軸で ある プ レゼ ン

テ
ーシ ョ ン （パブリッ クス ピ

ー
キング）スキル のプロ

グラム開発

5）子育て 支援 の 専門家と して の インス トラ クタ
ー

養成
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